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身
近

な
森
を
訪

ね
る

エ
コ
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て

久
保

一
郎

くぼ ・かずお
1928年 広 島市生まれ
1945年広島(爆 心より1.3
㎞ 地 点)に て原爆被爆

体験
1949年 旧制広島市工専
(現在広島大学工学部)卒
久保田鉄工株式会社(現
在㈱ クボタ)勤 務
建設機械関係の ・営業 ・
販売会社管理 ・経営
1986年 定年退社 現在
札幌市白石区在住

は

じ
め

に

観

光

地

周
遊

ツ
ア
ー
は
別

と

し

て
、

雨

を
も
厭

わ
ず

只

々

山
頂

を

極

め
る
事

に
喜

び
を
感

ず

る

登
山

ツ
ア
ー
、

野
鳥

を

求

め

て

の
探
鳥

会

、
野

や
山

に
湿

原

に
花
を

求

め
て
ゆ

っ
く

り
自

然

を
満

喫
す

る

ツ

ア
ー

と
自

然

に
接
す

る

ツ

ア
ー

に
も

色

々
有

る
が
。

当

協
会

の

「
美
林

ツ

ア
ー
」

は

七
年

前

に
始
ま

っ
て
以
来

連

続

し

て
参

加

し

て
い
る
人
、

本

州

か
ら
参

加

の
た
め

だ
け

に
来

道

さ
れ

る
人
、

大
半

の
人

達

が
何

回
も
参

加

し

て
い
る

と
言

う
事

実

だ
け

で
も

こ

の
ツ

ア
ー
が

如
何

に
魅
力

温
れ

る

も

の
か
判

っ
て
貰

え
よ
う
。

こ

の

ツ
ア
ー

に
参

加

し
た
多

く

の

人
達

の

思

い

と
、

そ

の
素

晴

ら

し

さ

を
伝

え

る

事

で
、

(
伝

わ

る
か

ど
う

か
不
安

を
感

じ
乍

も

)
協
会

行
事

と

し

て

今

後

も
続

け
ら

れ

る
事

と
、

多

く

の
人
達

、
特

に
新

し

い
人

が

一
人

で
も
多

く
参

加
さ

れ
る
事

を

期
待

し

て
筆
を
取

る
事

と
し

た
。

私
達

夫

婦
が

始

め

て
参
加

し

た

の
は
、

昭
和

六

三
年

(
一

九

八
八
年

)

の
第

四
回
か

ら
だ

っ
た
。

過

去

、

昭
和

四

四
年

か

ら
十
年

間

大
麻

に
住

み
、
当

時
、

朝

は

カ

ッ
コ
ウ
の
声

を
、
裏

の
林

に

ア
カ
ゲ

ラ
を
、
池

に
は

ミ
ズ

バ

シ

ョ
ウ
を
、

又
身
近

に
数

多

く

の
野

の
花
を
、

時
折

近

く

の
原
始

林

を
散
策

す

る
事

で
、

心
休

ま

る
思

い
し
た
事

が
懐

か

し
く
、
仕

事

も
終

り
、

子
供
達

も
巣

立

ち
、
妻

と

二

人

だ
け

に
な

っ
た
今
、

北

海
道

の
自

然

に
接

し

た

い
と
再

び

大
阪

よ

り
渡
道

し
た
直

後

で
あ

っ
た
。
妻

は
昔

か
ら

野

の
花

に
茶

花

に
、

そ
し

て
自

然

に
非

常

に
興
味

と
愛
着

を
持

っ
て

は

い
た

が
、
本

州
各

地
を

旅
行

し

て
そ

こ
に
観

る
古

い
歴

史

の
跡

、

歴
史

の
物

語

り
、

歴
史

と
繋

が

り
を
持

つ
建
造

物

の

美

し
さ
、

自
然

の
中

に
溶

け
込

ん
だ
人

工
美

、

人
工

美

と
自

然
美

の
調

和

の
と
れ

た
美

し

さ
。

そ
れ

に
比

べ

て
、
森

と
湖

と
高

原

の
美

し
さ
は
有

っ
て
も

、

歴
史

の
無

い
北

海

道
、

自

然
美

だ

け

で
は
と
不
満

を
感

じ

て
い
た
も

の
だ

が
。

こ

う
し

た
時

に
参

加

し
た

の
が

「
美

林

ッ
ア
ー
」

で
あ

っ
た
。

そ

こ

で
蛇

紋
岩

地
層

と
植
物

の
関

係

、

旧
花

田
家

棘
番

屋

を

只

の

建

物

と
し

て
鯨
漁
華

や
か
な

り
し
当
時

を
偲

ぶ

に
留

ま
ら
ず

、

そ
れ

を
通

し

て
森

と
海

の
関

係
、

森

が
海

を
育

て
、
海

が
鯨

を
育

て
、
鯨

が
番

屋

を
造

ら

せ
、
番

屋
が

出
来

て
、
森

が
、

海

が

破
壊

さ
れ

て
、
鯨

が
来

な
く

な

っ
た

一
因

で
あ

る
事

を

知

る
。

北
海

道

に
は

歴
史

が
無

い
と
思

っ
て
い
た
が
、

サ

ロ

ベ
ツ
原
野

に
偲
ば

れ

る
旧

氷
河

期

か
ら

の
約

二
万
年

の
地

球

の
歴

史
、
数

千
年

か

か

っ
て
出

来

た
砂

丘

の
隊
列

、

そ

こ
か

ら
人

間

の
歴
史

な
ど

問
題

に
な
ら

な

い
自

然

の
、

地

球

の
歴

史
を

観

る
事

で
、

私

の
北

海
道

の
自

然

に
対
す

る
認

識

と
価

値

観

を
変

え

て
し
ま

っ
た
。
価

値
観

の
変

化
は
是

だ

け

で
無

く

サ

ロ
ベ
ツ
原

野

を
知

り

そ

の
後

で
松
山

湿
原
を

観

る
事

で

湿

原

に
対
す

る
考

え
も

大
き

く
変

え
ざ
る

を
得

な
か

っ
た
。

今
ま

で
四
十
数

年
間
、
建

設
機

砥
に
係

わ

っ
て
来
た
私

に
と

っ

て
湿

田
は
、

湿
原
、

泥

炭
地

は
只

の
不
毛

の
地

で
あ

り
、

そ

の
不
毛

の
地

を
機
械

に
よ

り
暗

渠
、

明
渠

を
堀

り
、
開
発

し

利

用
す
る
事

で
、
社
会

に
貢

献
し

て
来

た
と
思

っ
て

い
た
が
、

そ
れ

は
只

の
不
毛

の
地

で
な
く
、

そ

こ
に
は
歴
史

が

あ
り
、

自

然

の
中

で

の
営

み
が

あ

り
、
貴
重

な
財
産

で
あ
る

と
言
う

事

で
あ

っ
た
。

又
、

幌
延

の
高

レ
ベ

ル
核

廃
棄
物

処
理

施
設
誘

致

の
現
場

近

く
を

視
察

し
、
新

聞

紙

上

で
知

る
表
面

的
な
事

だ

け

で
無

く

、
地

質
、

水
脈
的

に
も
問

題
が

あ
る
事

を
知

り
、
原

爆
体

験

か
ら
核

に
対

し

て
敏

感

な
私

に
と

っ
て
非
常

に
興
味

あ

る

事

で
も

あ

っ
た
。

こ
う
し

た
事

だ

け

で
な

く
、
数
多

く

の

ツ
ア
ー

に
参

加

し

て
来

た
私
達

夫
婦

だ
が

、
他

で
は
見
ら
れ

な

い
こ

の

ツ
ア
ー

の
魅
力

は
、

予

め
決

め
ら

れ
た
行

程
通

り
に
行

動
す

る
だ

け

で
無
く

、
時

間

の
許

す

限

り
状
況

に
応
じ

て
変
更

さ

れ
る
事

で
あ

っ
た
。

そ

の
お
蔭

で
、
時

間
を
延

ば
し
、
稚
咲

内
よ

り
見
た
利
尻

、

礼

文

の
燃

え
る
様

な
夕

景

色

の
素

晴
ら

し
さ
、

全
く

予
定
外

の
砂
澤

ビ

ッ
キ

の

ア
ト
リ

エ
見
学
。

又
昼
食

は
そ

の
都
度
場



所
を
探
し
て
野
外
で
食
べ
る
弁
当
の
味
。
毎
年
参
加
し
て
来

る
人
達
と
の
再
会
の
喜
び
、
自
然
大
好
き
な
人
達
と
の
出
会

い
、
新
た
な
友
人
も
出
来
、
付
合
い
も
始
ま
る
、
素
晴
ら
し

い
事
だ
。
八
木
先
生
が
行
く
先
々
で
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
居
る

の
に
啓
蒙
さ
れ
、
私
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
廻
し
解
説
は
テ
ー

プ
に
取
る
事
が
未
だ
に
続
い
て
い
る
。
お
蔭

で
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
何
度
で
も
再
現
す
る
事
が
出
来
て
、
今
で
は
趣
味
と

し
て
定
着
し
た
。

こ
の
様
に

「美
林
ツ
ア
ー
」
は
多
く
の
参
加
し
た
人
が
其

の
人
な
り
に
多
く
の
感
銘
を
覚
え
、
自
然
に
接
し
、
自
然
を

知
り
、
自
然
を
考
え
て
来
た
。

今
年
の

「身
近
な
森
を
訪
ね
る
エ
コ
ツ
ア
ー
」

例
年
、
年

一
回
の
本
ツ
ア
ー
も
今
年
は
二
回
行
わ
れ
た
。

一
、
大
雪
山
旭
岳
と
そ
の
周
辺

七
月
三
日

(土
)
1
四
日

(
日
)

二
、
帯
広

・
然
別
湖
と
そ
の
周
辺

十
月
二
日

(土
)
⊥

二
日

(
日
)

一
回
目
の
大
雪
山
旭
岳
ツ
ア
ー
は
時
期
か
ら
も
行
き
先
か

ら
も
野
の
花
を
求
め
て
参
加
さ
れ
た
人
が
多
く
、
帯
広

・
然

別
湖
ツ
ア
ー
は
自
然
を
求
め
て
の
中
に
、
自
然
と
リ
ゾ
ー
ト

地

・
士
幌
高
原
道
路
問
題
を
も
考
え
る
ツ
ア
ー
で
あ
っ
た
。

札
幌
駅
北
口
前
午
前
八
時

一
五
分
集
合
、
皆
様
早
い
目
に

集
ま
り
出
発
が
予
定
よ
り
早
く
な
る
の
が
常

で
あ
る
。
い
そ

い
そ
と
早
く
か
ら
集
ま

っ
て
来
ら
れ
る
姿
を
見
て
も
如
何
に

こ
の
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
か
推
察
出
来
る

(お

年
寄
り
が
多
い
の
で
早
い
の
で
は
無
い
)
。
バ
ス
の
中
で
は

一
年
前
の
写
真
を
手
渡
さ
れ
る
方
、

一
年
振
り
の
再
会
を
喜

び
挨
拶
を
交
わ
し
話
が
弾
む
。
バ
ス
が
出
発
す
れ
ば
、
協
会

福
地
さ
ん
の
挨
拶
、
行
程
説
明
、
続
い
て
俵
先
生
の
雨
乃
降

ら
れ
之
尊
で
始
ま
る
挨
拶
、
然
し
今
年
も
二
回
と
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
尊
の
威
力
も
地
に
落
ち
た
様
だ
。
本
ツ
ア
ー
の
特

徴
と
し
て
解
り
易
く
適
度
に
専
門
的
な
豊
富
な
資
料
が
用
意

さ
れ
、
随
所
、
随
時
、
俵
先
生
の
専
門
外
に
迄
及
ぶ
解
説
、

又
関
係
す
る
図
書
、
資
料
も
持
参
さ
れ
バ
ス
の
中
で
回
覧
さ

れ
る
。
今
年
も
穂
別
博
物
館
が
予
定
に
あ
れ
ば
東
京
で
見
掛

げ
た
か
ら
と
化
石
標
本
を
購
入
し
て
来
ら
れ
回
覧
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
俵
先
生
、
並
び
に
福
地
さ
ん
、
そ
し
て
か
つ
て
の
、

八
木
先
生
の
ご
努
力
に
支
え
ら
れ
、
意
義
あ
る
ツ
ア
ー
と
し

て
育
て
ら
れ
て
来
た
。
並
の
ツ
ア
ー
で
無
い
事
を
参
加
し
た

人
達
全
員
が
感
謝
し
て
い
る
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
バ
ス
は
札

幌
市
内
を
抜
け

一
二
号
線
を
白
石
、
大
麻
、
野
幌
と
走
り
野

幌
原
始
林
を
右
に
見
て
こ
の
辺
り
の
昔
の
住
民
と
役
場
、
森

林
と
の
係
わ
り
合
い
を
、
又
左
に
石
狩
川
と
千
歳
川
と
の
分

岐
点
で
は
今
問
題
の
千
歳
川
放
水
路
の
解
説
を
。

今
は
造
成
さ
れ
宅
地
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
幌
向
も
こ
の
間
迄

は
泥
炭
地
で
あ
り
、
ホ
ロ
ム
イ
が
頭
に
付
い
た
花

・
ホ
ロ
ム

イ
イ
チ
ゴ

・
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ

・
ホ
ロ
ム
イ
ツ
ツ
ジ
・
ホ
ロ
ム

イ
リ
ソ
ド
ウ
等
こ
こ
で
発
見
さ
れ
た
と
聞
く
。

バ
ス
は
岩
見
沢
の
利
根
別
自
然
休
養
林

へ
到
着

大
正
時
代
に
下
流
の
水
田
地
帯

へ
水
を
供
給
す
る
為
の
人

造
湖
の
大
正
池
、
そ
の
水
源
を
確
保
の
為
に
伐
採
禁
止
と
さ

れ
た
利
根
別
の
森
林
が
現
在
の
自
然
休
養
林
と
な
る
。
田
村

良
介
岩
見
沢
営
林
署
長
の
説
明
と
案
内
を
受
け
、
春
、
夏
、

秋
の
時
期
に
、
野
草
、
野
鳥
の
自
然
観
察
に
絶
好
の
場
所
で

ゆ
っ
く
り
と
再
度
訪
れ
た
い
と
の
思
い
で
後
に
す
る
。

今
ま
で
旭
川

へ
の
道
で
通
り
過
ご
し
て
い
た
、
神
居
古
潭

で
神
居
大
橋
よ
り
清
流
の
中
に
珍
し
い
欧
穴
を
観
る
。
橋
を

渡

っ
て
九
条
武
子
歌
碑
を
左
に
見
な
が
ら
進
む
と
旧
神
古
潭

駅
舎
が
有
る
。
次
の
予
定
地
の
北
邦
野
草
園
と
共
に
平
素
行

き
た
く
て
も
な
か
な
か
行
け
な
い
所
に
行
け
る
の
も
本
ツ
ア
ー

の
良
さ
で
も
あ
る
。
参
加
者
が

一
様
に
是
非

一
度
訪
れ
た
か
っ

た
所
で
あ
る
北
邦
野
草
園
で
昼
食
の
弁
当
を
食
べ
、
責
任
者

の
米
倉
武
美
主
任
の
説
明
案
内
に
よ
り
園
内
を
散
策
す
る
。

八
百
七
十
種
の
植
物
が
道
内
国
有
林
よ
り
集
め
ら
れ
植
え
ら

れ
て
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
と
聞
く
が
、
時
期
的
に
早
い

の
か
ク
リ
ソ
ソ
ウ
以
外
は
余
り
目
に
入
ら
ず
、
や
は
り
野
草

は
植
え
ら
れ
た
物
で
な
く
自
然
の
中
に
可
憐
に
咲
い
て
い
る

の
を
見
い
出
す
の
が
最
高
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
造
ら
れ
た
自

然
と
本
物
の
自
然
の
差
を
感
じ
て
て
や
や
期
待
外
れ
で
あ

っ

た
。
次
の
道
立
二
十

一
世
紀
の
森

へ
の
途
中
カ
ラ
松
の
植
林
が
広

範
囲
に
茶
色
に
な
っ
て
い
た
の
と
、
二
十

一
世
紀
の
森
で
ホ

ウ
ノ
木
の
見
事
な
花
と
香
り
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
其
の
日

の
泊
ま
り
は
旧
勇
駒
別
温
泉
の
旭
岳
温
泉
白
雲
荘
、
我
々
一

行
の
貸
切
り
で
、
天
然
木
と
レ
ソ
ガ
の
シ
ャ
レ
た
造
り
の
レ

ス
ト
ラ
ソ
で
会
食
、
和
気
藷
謳
と
話
が
弾
む
、
常
連
の
人
、

始
め
て
の
人
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
自
己
紹
介
も
例
年
の
事

で
あ
る
。
透
き
通
る
程
に
透
明
で
湯
量
豊
富
な
温
泉
に
浸
か

り
月
明
り
に
旭
岳
を
望
み
明
日
を
楽
し
み
に
眠
り
に
就
く
。

翌
朝
は
希
望
者
だ
け
の
予
定
が
結
局
全
員
六
時
半
よ
り
自

然
探
勝
路

(見
晴
ら
し
台

コ
ー
ス
)
の
散
策
に
行
く
。
降
る

様
な
鳥
の
嚇
り
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
の
林
の
中
、

エ
ゾ
ツ
カ
ザ

ク
ラ
、
コ
ミ
ヤ
カ
タ
バ
ミ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
サ
ソ
カ
ヨ
ウ
、

ク
ロ
ウ
ス
ゴ
の
実
、
ゴ
ゼ
ソ
タ
チ
バ
ナ
の
花
な
ど
に
出
会
い
、

快
晴
の
、
早
朝
の
、
雄
大
な
旭
岳
、
大
雪
山
連
峰
の
遠
望
を

楽
し
む
。
散
策
後
の
朝
食
は
殊
の
外
食
欲
を
そ
そ
る
。
期
待

の
大
き
い
旭
岳
姿
見
池
周
辺
散
策
は
、
ま
ず

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

姿
見
池
駅
を
降
り
る
と

一
面
の
雪
に
驚
く
事
か
ら
始
ま
る
。

一
週
間
前
の
山
開
き
に
は
大
変
な
吹
雪
で
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
旭
岳
始
め
大
雪
山
連
峰
の
山
々
の
眺

望
の
素
晴
ら
し
さ
、
し
か
し
期
待
の
お
花
畑
は
雪
に
覆
わ
れ
、

姿
見
池
も
夫
婦
池
も
凍
結
、
可
哀
想
に
雪
に
傷
ん
だ
キ
バ
ナ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
や
は
り
少
し
早
い
の
か
、
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
、
ガ

ソ
コ
ウ
ラ
ソ
、
メ
ア
カ
ソ
キ
ソ
バ
イ
が
咲
き
始
め
て
い
た
。

寺
島

一
男
氏
の
同
行
に
よ
り
散
策
途
中
、
随
所
で
平
素
聞
く

こ
と
の
出
来
な
い
現
地
で
の
懇
切
な
説
明
に
大
い
に
見
聞
を
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広
め
る
。
帰
り
際
に
は
快
晴
で
あ

っ
た
の
が
見
る
見
る
う
ち

に
ガ
ス
が
立
ち
込
め
山
の
厳
し
さ
も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
味
あ
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
降
り
満
開
の
チ
シ
マ
桜
を
見
る
。
今
年
は

最
初
に
広
島
で
次
に
千
葉
で
そ
し
て
札
幌
で
最
後
に
旭
岳
で

と
四
ケ
所
の
満
開
の
桜
に
出
合
い
日
本
列
島

の
長
さ
を
感
じ

た
も
の
で
あ
る
。

な
だ
ら
か
な
曲
線
で
起
伏
す
る
丘
を
車
窓
に
、
美
瑛
の
前

田
真
三
氏
の

「拓
真
館
」
に
立
ち
寄
り
、
全
員
慈
無
く
、
予

定
通
り
札
幌
帰
着
こ
の
ツ
ア
ー
も
終
る

次
に
十
月
二
日
-
三
日
の

「帯
広

・
然
別
湖
と
そ
の
周
辺

ツ
ア
ー
」
に
就
い
て
は
与
え
ら
れ
た
紙
面
も
残
り
少
な
く
詳

し
く
は
機
会
が
あ
れ
ば
述
べ
る
と
し
て
、
訪
ね
た
先
は

「穂

別
町
立
博
物
館
」
平
取
の

「
振
内
鉄
道
記
念
館
」
で
昼
食

「
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
地
」
そ
れ
に
隣
接
し
た

「水
野
牧
場
」

「
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
地
」
予
定
外
の

「神
田
日
勝
記
念
館
」

「然
別
湖
畔
温
泉
ホ
テ
ル
泊
」
夕
食
後
ひ
が
し
大
雪
博
物
館

川
辺
百
樹
氏
の
ス
ラ
イ
ド
に
依
る
東
大
雪

・
十
勝
の
解
説
を

聴
く
。
翌
日
は

「士
幌
高
原
道
路
予
定
地
見
学
」

「坂
本
直

行
記
念
館
」
で
あ

っ
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
事
を
述
べ
る
と
。
穂
別
博
物
館
で
は

生
物
の
誕
生
と
歴
史
を
、
人
間
に
繋
が
る
哺
乳
動
物
の
生
い

立
ち
を
み
る
。
俵
先
生
の
車
中
で
の
背
骨
の
有

る
動
物
の
進

化
の
過
程
、
地
球
の
地
質
時
代
と
生
物
の
変
還

に
就
い
て
も

非
常
に
有
意
義
で
あ

っ
た
。
沙
流
川
の
清
流
を
上
る
自
然
の

中
に
突
然
開
け
た
整
備
さ
れ
た
芝
生
、
異
様
な
四
本
の
高
層

タ
ワ
ー

・
ホ
テ
ル
。
な
ぜ
こ
こ
に
高
級
ホ
テ
ル
が

・
プ
ー
ル

が

・
大
規
模
の
ゴ
ル
フ
場
が
必
要
な
の
か
?
な
ぜ
こ
こ
で
無

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
?
ど
ん
な
階
層
の
人
が
利
用
す
る
の

か
、
庶
民
が
ど
れ
だ
け
利
用
で
き
る
の
か
?
利
用
し
た
人
も

一
生
の
内

一
度
だ
け
日
帰
り
か

一
泊
で
は
な

い
か
、
滞
在
型

と
い
え
る
の
か
、
開
発
理
念
は
有
る
の
か
、
目
的

・
需
要
に
・

地
元
の
過
疎
化
、
経
済
優
先
主
義
の
、
企
業
社
会
の
、
国
有

林
の
財
政
問
題
等
多
く
の
問
題
を
観
る
。
出
来
た
ば
か
り
で

「差
押
え
」
の
経
営
危
機
も
伝
え
ら
れ
る
。
五
十
年
先
百
年

先
は
ど
う
な
る
の
か
?
ス
キ
ー
場
予
定
地
の
国
有
林
は
、
ゴ

ル
フ
予
定
地
と
し
て
買
い
上
げ
ら
れ
た
牧
場
は
そ
の
儘
放
置

さ
れ
荒
廃
し
て
行
く
の
で
は
。
各
地
で
よ
く
見
掛
け
る
経
営

不
振
の
た
め
放
置
さ
れ
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
の
固
ま
り
の
廃
壇
と

な
っ
た
ホ
テ
ル
を
レ
ス
ト
ラ
ソ
を
思
い
起
こ
す
と
空
恐
ろ
し

い
事
で
あ
る
。
私
の
故
郷
広
島
に
近
い
巌
島
の
海
に
浮
か
ん

だ
大
鳥
居
、
そ
し
て
華
麗
な
回
廊
、
後
ろ
の
山
の
自
然
の
緑

又
も
み
じ
と
、
調
和
の
取
れ
た
美
し
さ
、
こ
の
自
然
と
建
物

は
平
清
盛
以
来
八
百
年
も
の
長
き
に
亙
っ
て
護
ら
れ
受
け
継

が
れ
て
来
た
、
し
か
し
そ
こ
に
は
神
の
聖
域
と
し
て
島
民
は

様
々
の
制
約
、
生
活
上
の
犠
牲
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ

て
こ
そ
護
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
私
の
子
供
の
頃
は
回
廊
は

土
足
禁
止
で
靴
を
脱
い
だ
の
が
何
時
の
日
か
ら
か
靴
に
カ
バ
ー

を
か
ぶ
せ
る
事
に
変
わ
り
今
で
は
土
足
で
あ
る
。

高
級
指
向
、
便
利
さ
の
追
及
だ
け
で
無
く
国
土
を
自
然
を

次
の
世
代
に
残
す
為
に
は
其
れ
な
り
の
負
担
を
担
う
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。
士
幌
高
原
道
路
予
定
地
見
学
で
は
千
畳
崩
れ

を
車
窓
よ
り
見
る
予
定
を
変
更
し
て
足
を
運
ん
だ
結
果
、
多

く
の
カ
メ
ラ
マ
ソ
が
早
朝
か
ら
待
ち
か
ま
え
る
中
で
、
我
々

一
行
は
現
地
に
着
く
な
り
好
運
に
も

「
チ
ッ
!
」
と
鋭
い
鳴

き
声
と
共
に
ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
見
た
感
激
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

然
し
高
原
道
路
予
定
地
近
く
の
道
路
脇
に
推
進
派
の
人
達
に

よ
り
移
植
さ
れ
た
コ
マ
ク
サ
の
姿
が
如
何
に
も
場
違
い
で
哀

れ
で
可
哀
想
に
思
え
た
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

神
田
日
勝
記
念
館
で
は
そ
の
絵
の
中
に
北
海
道
に
住
む
十

勝
の
開
拓
農
民
の
生
活
の
断
片
を
観
る
。

自
然
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
坂
本
直
行
記
念
館
は
北
海

道
の
山
岳

・
植
物
画
を
観
る
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
持
ち
、

心
暖
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

最
後
に
非
常
に
共
感
を
覚
え
た
車
中
で
の
俵
先
生
の

「何

一 故
、

二
、

三
、

四
、

五

、

自
然
保
護
?
」
要
旨
を
紹
介
す
る
。

資
源

人
間
は
動
植
物
の
お
蔭
で
生
き
て
き
た
、
現
在

は
余
り
利
用
さ
れ
ず
人
間
の
役
に
立
っ
て
い
な

い
動
植
物
で
も
将
来
は
非
常
に
役
立
つ
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
。

経
済

動
植
物
は
人
間
に
経
済
的
効
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
、
失
わ
れ
か
け
た
動
植
物
を
救
う
為

に
は
大
き
な
経
済
的
負
担
を
負
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

リ
ベ
ッ
ト

生
態
系
の
一
つ
一
つ
は
ジ
ャ
ソ
ボ
機
の
リ

ベ
ッ
ト
の
様
な
も
の
で
一
本
二
本
の
欠
陥
で
は

墜
落
こ
そ
し
な
い
が

一
本

一
本
を
大
事
に
し
な

い
と
地
球
全
体
の
生
態
系
が
壊
わ
れ
て
し
ま
う
。

カ
ナ
リ
ヤ

動
植
物
は
環
境
の
危
険
を
察
知
し
て
危
険

信
号
を
送

っ
て
く
れ
る
物
で
あ
る
。

尊
厳

野
生
の
動
植
物
も
長
い
歴
史
の
中
で
生
き
て
来

た
の
で
あ
り
、
人
類
の
先
輩
で
も
あ
る
。
其
の

存
在
価
値
を
、
そ
の
尊
厳
を
充
分
認
め
た
上
で

こ
れ
を
保
護
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
般
の
人
達
が
自
然
保
護
、
環
境
保
全
を
企
業
社
会
か
ら
、

生
活
に
追
わ
れ
る
立
場
か
ら
考
察
し
た
時
ど
れ
程
の
認
識
が

あ
る
の
か
?

ロ
シ
ア
の
核
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
、
海
洋
汚
染
も
身
に
危

険
を
感
ず
れ
ば
問
題
と
な
る
が
生
活
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
で
も

省
電
力
を
省
エ
ネ
を
考
え
、
真
剣
に
原
発
問
題
に
取
り
組
む

ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
農
薬
に
よ
る
人
体
へ
の
危
険
性
か
ら

は
ゴ
ル
フ
場
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
る
マ
ス
コ
ミ
の
人
達

で
す
ら

「緑
の
自
然
の
中
で
云
々
」
と
ゴ
ル
フ
場
に
自
然
が

あ
る
と
思
い
込
み
そ
れ
が
生
態
系
を
破
壊
し
て
造
ら
れ
、
又

生
態
系
を
破
壊
し
続
け
て
居
る
と
の
認
識
が
無
い
と
思
わ
れ
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る
人

が

い
る
。

無
農

薬
野

菜

に
し

て
も

全
く

意

に
解

さ
無

い
人
が
多

い
中

で
折
角

関

心
を
も

っ
て
購

入

し

て
置

き
な

が
ら
野

菜

に
虫

が

着

い
て

い
た

と
文

句
を

言

う
人

が

い
る
。

一
般

は

こ
の

レ

ベ

ル
と
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

ニ
セ

コ
の
神

仙

沼
湿

原

の
入

口
に
環

境
保

全

の
為

に
浄

財

を

と
箱

が
置

い

て
あ

る
。

こ
う

し
た
事

は
各

地

で
大

い

に
行

わ

れ
協
力

す

べ
き

と
思

う
。

し

か
し
今

の
社
会

情
勢

か

ら

は

盗

難
は
、

有
効

に
使

わ

れ
る

の
か
、

と

疑
問

を
持

つ
人

も

い

る

と
思

う
、

そ
う
な

る

と
社
会

の
仕

組

み
は
、

教
育

は
、

政

治

は
、

と
何
も
出

来

な
く

な

る
。
自

然
保

護
、
環

境
保

全

も

何

処
か

の
地
域

の
問
題

だ

と

か
、
他

人
事

で
な

く
、
意

味

は

異

な
る
が
俵

先
生

の
言
わ

れ

る
リ

ベ

ッ
ト

の
如

く
、

一
人

一

人
が

実
生
活

の
中

で
何

を

実
行

す

る
か

で
あ
る
。

次

の
世
代

に
残

し
引

き
継

い

で
行

く

責
任

と
義
務

が

あ
る
。

其

の
為

に

は

そ
れ
な

り

の
負

担

も
、

不
便

も
、
制

約

も
、
甘
受

す

べ
き

と
思

う
。

自

然
保
護

を
知

識

と
し

て
で
な
く
、

自
然

を
肌

で
感

じ
、

肌

で
考

え
る
事

か

ら
始
ま

る
。
其

の
為

に
は
本

ツ
ア
ー
と

か
、

観

察
会

等

の
果

た

す
役

割

は
大

き
く
、

こ
う

し
た
普

及

活
動

に
期
待

す

る
所

大

で
あ

る
。

士幌高原道路予定地

ヌプカの里より東 ヌプカ ウシの山々
(写真提供
江部靖雄氏)
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